




【団体概要】
歴史資料ネットワーク

は、自然災害からの歴史資
料保全を行うためのボラン
ティア団体です。1995年
1月17日に発生した阪神・
淡路大震災を契機として設
立されました（図1）。大阪
歴史学会、日本史研究会、
大阪歴史科学協議会、京
都民科歴史部会、神戸史
学会、神戸大学史学研究
会、神戸女子大史学会な
ど関西に拠点を置く学会を
はじめ、若手を中心に大学
教員や院生・学生、史料
機関職員、地域の歴史研究者などが参加し、活動を行っています。被災
した史料の救出活動を行うだけでなく、その活用を図り、地域へ成果を
還元するために市民向けの講演会や見学会などの企画を催しています（図
2）。

【活動内容】
基本的な活動内容は以下の6点です。
①　阪神・淡路大震災後の保全歴史資料の保存と活用
②　阪神・淡路大震災の資料・記録の保存と活用
③　被災地を中心とする市民の歴史研究活動の援助
④　大規模自然災害についての史料保全・歴史研究についての提言
⑤　大規模自然災害の際の歴史学会の史料保全活動の暫定的なセンタ

ー的役割
⑥　市民社会のなかでの歴史資料のあり方についての研究

【活動上の課題】
多岐にわたる活動を展開していますが、ボランティア団体であるため資

金面や人的労力に限界があることが問題です。また、阪神・淡路大震災
から時間を経たことで活動の中心的な担い手が世代交代し、ノウハウの継
承が課題となっています。

【2004 年福井水害・台風 23 号への対応】
2004年の福井水害に対しては、史料ネットからボランティアを派遣し、

地元でのネットワークづくりと被災地巡回調査に協力しました（図3）。ま
た、同年の台風23号による兵庫県北部・京都府北部の水害被害（図4、5）
に対しては、水損史料の救出活動を展開しました（図6）。これは、史料
ネットとして初めての風水害対応でした。現在、その経験から生まれた吸
水乾燥方法を広く伝えるために、各大学や自治体で「巡回水損史料ワー
クショップ」を開催しています（図7）。
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「実験考古学的なもの」として、
考古学と発掘調査（発掘の手順と
実際）、石器の時代区分の学習と
石器づくり（図3）、縄文土器の形
体や時代区分の学習（図4）、縄文
土器づくり（図5）、火おこし（ま
いぎり式や火打ち石）、古代食で
あるトチクルミの化石の学習と古
代食づくりなどを行います。

また「地域調査」では、地域マップづくりをしたり地域の歴史を調べます。地
域マップづくりでは、危険なところ、ラーメンや食べ物、マンションや住宅の
広がり、お店、交通（道路・地下鉄）、地底の森ミュージアム（富沢遺跡保存館）、
仙台市電保存館、多賀神社などを調べて地図にまとめます（図6）。また、地
域の歴史では、周辺の遺跡や史跡（古墳や神社、発掘現場、秋保鉄道の跡・
市電の歴史など）を調べてレポートにまとめます。
●通常の社会科の授業

郷土の歴史資料として、たとえば郡山遺跡・富沢遺跡を、また、奈良時代
の発展学習として郡山官衙と富沢遺跡の水田あとを扱います。そのほか、日本
の近代化の例として三居沢発電所や広瀬橋を扱った授業を行っています。
●夏休みの課題・自由研究

文化的建造物および施設に行き、わかったことなどをレポートにして提出し
ます。課題としては、地底の森ミュージーアム（富沢遺跡保存館）か縄文の森
広場のどちらかに行き、調べたことを報告します。自由研究では、仙台市電保
存館や郡山遺跡調査事務所・大野田発掘調査事務所などにおける調査や聞き
取りの報告をします。

●文化祭
文化祭での展示（図7）

においては、生徒の調査
研究の発表や選択教科や
夏休みの課題の発表の場
としてだけでなく、仙台
市教育委員会文化財課の
協力を得て、「発掘この一
年」として前年度の発掘調
査で見つかった遺物や遺
跡などの文化財の展示を
行っています（図8）。

【学校の概要】
仙台市立富沢中学校（図1）は、仙台市の

南西部、地下鉄の南の終点、現在は一戸建
ての住宅とマンションか建ち並ぶ住宅街に位
置します。2万年前の遺跡「富沢遺跡」が学区
内にあることが特徴です。

校章は勾玉と富沢のTの字と多賀神社の御
神木柏の葉を組み合わせてつくられています（図2）。さ
らに、校舎の左右に、弥生時代中期の銅鐸に描かれた
原始絵画をモチーフにした2枚のレリーフが掲げられ、1
階ホールには「大野田遺跡」から出土した土偶のレリーフ
や、地層の標本を設置しています。

教育目標には「心ゆたかに　たくましく　のびゆく　
生徒の育成」を掲げています。

【授業における文化財の利用について】
●総合学習（地域学習・環境学習）

地域の自然や歴史を学習したり、環境について考える学習を「太白学」と称
して行っています。内容は、富沢中学校の学区、太白山の自然、太白区の歴史、
太白山登山、クリーン作戦に分かれており、このなかの「太白区の歴史」では富
沢遺跡について学習します。
●選択授業（社会科）
「体験する。参加する。実際に本物にふれる。」を中心にして、「実験考古学」

や「地域調査」などを行っています。

    所 在 地	 〒982-0032　宮城県仙台市太白区富沢2丁目4-1
	 TEL：022-245-3751 ／ FAX：022-307-1636
    開 校 日	 昭和63年（1988）4月1日

宮城県仙台市立富沢中学校
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図8　周辺の発掘調査

図1　1995年3月11日芦屋市K家レ
スキューの様子

図2　救出史料の活用し、市民講座の場
で保全の成果を還元

図3　福井水害被災地に史料ネット
メンバーを派遣（福井県今立町）

図4　みそ蔵での汚損古文書（兵庫県日
高町）

図5　陰干しされていた水損史料。白くみえるのはカビ（兵庫県日高町）

図6　水損史料の保全の様子（兵庫県日高町）
図7　水損史料ワークショップ

（於東北芸術工科大学）

図1　校舎

図2　校章

図3　石器の学習 図4　縄文土器の学習

図5　縄文土器づくり

図7　文化祭文化財展

図6　地域調査　多賀神社の
調査

    所 在 地	 〒657-8501　兵庫県神戸市灘区六甲台町1-1　神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター内
	 TEL ／ FAX：078-803-5565（平日の午後1時から5時まで） 
	 E-mail：s-net@lit.kobe-u.ac.jp
     U  R  L	 http://www.lit.kobe-u.ac.jp/~macchan/
	 http://blogs.yahoo.co.jp/siryo_net
    代 表 者	 奥村　弘（神戸大学大学院人文学研究科教授）
    会 員 数	 個人会員130名、学生・院生会員18名、サポーター会員52名、ニュースレター購読会員81名、学会会員11団体
    年 会 費	 個人会員5,000円、学生・院生会員2,500円、サポーター会員1口3,000円、ニュースレター講読会員1,000円
  設立年月日	 1995年2月4日

歴史資料ネットワーク（略称：史料ネット）



文化財がつなぐ地域と子ども 07団体概要06

【設立から現在までの沿革】
楽古は、歴史体験学習を提供するボランティア団体として2001年に活動を

開始しました。「今まで個々の自治体や博物館が行っていた歴史学習を、ボラ
ンティアが行うことによって地域・対象者を限定せず、より多くの人々に楽し
く歴史を学んでもらう機会を提供する」ことが設立の理念です。当初は数名の
メンバーが集まり、近畿の公民館や生涯学習センターを中心に勾玉づくりなど
の出前出張講座を行っていました。

その後、徐々にメンバーを増やし体験メ
ニューを充実させ、2003年に組織をNPO
法人化しました。

2005年からは、大阪府「八尾市立しお
んじやま古墳学習館」の指定管理者として
同古墳（写真1）の管理や学習館での歴史普
及活動を行っています。

2009年、奈良町に新たな活動の拠点と
なる「歴史体験工房 楽

ら っ こ

古」（写真2）をオー
プンさせました。

【活動内容】
●歴史体験教室の実施

楽古が設立当初から行ってきた活動です。勾玉づくり、ガラス玉アクセサリ
ー、土笛づくりなど10種以上に及ぶ古代のモノづくり体験を提供しています。
会場は「八尾市立しおんじやま古墳学習館」（以下「学習館」）で、定期的に教室
を開催するほか、週末は「歴史体験工房 楽

ら っ こ

古」（以下「体験工房」）を訪れた希
望者に体験してもらっています。また、自治体や学校・市民グループなどから
の要請で、会場に出向き出前講座を行うこともあります。

そのほか、実際の発掘現場での発掘体験、また、セスナ機に乗って空から
古墳群を見学したり、古代人の衣装体験、火おこし・古代食体験など、行政
の協力や公益団体の助成を得てさまざまな活動を展開しています。

●施設の管理・運営
 ・八尾市立しおんじやま古墳学習館

指定管理者として2005年より大阪府八尾市に位置する国史跡心
し お ん じ や ま

合寺山古
墳および「学習館」の管理・運営をしています。整備された古墳の草抜きや清掃
など施設の維持管理業務、学習館の来館者への受付けや案内業務を行います。
また古墳・学習館を活用して、体験まつりや古墳クイズラリーなど歴史普及の
ためのさまざまな自主事業（写真3）も展開しています。
 ・歴史体験工房 楽

ら っ こ

古
2009年2月、楽古の活動拠点としてオープンしました。奈良市奈良町にあ

る築百数十年になる町屋を改装したもので、現在は土・日曜日に工房を開放し、
訪れた親子連れや観光客に歴史体験メニューを用意し（写真4）、工房ショップ・
歴史文庫を併設するなど、気軽に歴史に触れてもらう機会を提供しています。
●体験材料・関連商品の販売

勾玉づくりセット、埴輪ストラップ、竪穴式住居のペーパークラフトなど、
モノづくり体験学習のメニューで使用している材料を製作キットとして販売し
ています。また既製品の歴史グッズ（ミニ発掘体験、はにわキーホルダーなど）
も取り扱っています。

販売方法は、「体験工房」のショップコーナーや「学習館」のミュージアムシ
ョップで店頭販売するほか、インターネットのホームページでも注文を受け付
けています。
●歴史関係資料の作成

資料館の展示パネルや史跡マップ等のデータを作成しています。今までに心
合寺山古墳周辺の散策マップを作成したり、委託を受け史跡ガイドマップ「中

河内歴史探訪の道」を製作しました。
●その他の活動

楽古の活動を広く全国の方々に知って
もらうためにホームページやブログを開設
し、事業内容の紹介・イベントの案内な
どの情報発信をしています。

その他、ボランティアの養成や定期的
な研修を行い、人員・活動内容の充実も
図っています。社会教育や地域振興を専
攻する学生の実習（業務体験）も受け入れ
ています。

また各種シンポジウムでの活動報告や
発表を行い、歴史普及・文化財活用に
関する研修などへ講師を派遣しています。写真3　学習館での体験教室（勾玉づくり）

写真1　国史跡心
し お ん じ や ま

合寺山古墳全景

写真2　歴史体験工房 楽
ら っ こ

古

    所 在 地	 〒585-0014　大阪府南河内郡河南町大字白木1152番地
  活 動 場 所	「歴史体験工房 楽古」（奈良県奈良市元興寺町14）
	 TEL ／ FAX：0742-31-7199　Email：racco@racco-taiken.com 
	 「八尾市立しおんじやま古墳学習館」（大阪府八尾市大竹5丁目143番地-2） 
	 TEL ／ FAX　072-941-3114　Email：sionji@racco-taiken.com
     U  R  L	 http://www.racco-taiken.com/
     E-mail	 racco@racco-taiken.com
    代 表 者	 福田　和浩（代表理事）
    会 員 数	 28人
    年 会 費	 2,000円
  設立年月日	 2001年12月8日

NPO 法人歴史体験サポートセンター楽
ら っ こ

古

写真4　歴史体験工房での体験風景

【古民家（図 1）の概要と会の沿革】
旧冨岡家住宅は、昭和63（1988）年7月、東京外環自動車道路建設にとも

ない解体されました。同年9月には冨岡氏から和光市へ解体部材一式が寄贈さ
れ、その後の調査により、旧冨岡家住宅の創建時期は17世紀後期（江戸中期）
であったことが推定されています。部材のなかには創建時につけられたと思われ
る 蛤
はまぐりば

刃 の手
ちょうな

斧痕もみられます（図2）。
解体から18年後の平成18（2006）年3月に、和光市教育委員会により部

材が組み立てられ、「新倉ふるさと民家園」に生まれ変わりました。旧冨岡家住
宅の復元をうけて、和光市教育委員会主催の文化財サポーター養成講座の受
講者を主体に80名の市民が集まり、「古民家サポーター」として発足、その後「和
光市古民家愛好会」と改称しました。現在、和光市の委託をうけて、和光市
指定文化財（建造物）「旧冨岡家住宅」の管理および事業の企画運営にあたって
います。

【活動内容】
●古民家の管理

会員53名のうち、十数名でシフトを組み、毎日
3人ほどで古民家の管理・運営をしています。「木
造茅葺寄棟屋根平屋建て」という構造をもつ古民家
は、特に屋根に害虫が発生しやすいため、囲炉裏で
薪を焚いて燻蒸をする必要があります。当初は市よ
り燻蒸は2日に1回行うよう通達されていましたが、
どうしても虫が発生してしまうため、毎日行うよう
になりました（図3）。また、現代の住宅とは違って
気密性が低く、土埃が壁の隙間からどんどんはいっ

てくるため掃除をするのはたいへんな作業
です。

庭では稲を育てたり、さまざまな草花を
植えています。なかでも、NPO法人和光・
緑と湧き水の会のご厚意によりいただいた
絶滅危惧種のヒロハアマナ（図4）は、老人
ホームからの来園者にご好評です。
●イベントの開催、市との協働

本会の会員53名のなかにはさまざまな
趣味や特技をもつ会員
がいます。彼らの特技を
活かして、草履づくりや
手打ちうどん教室、子

どもお話し会、こ
わい話、 紙 芝 居、
古民家園で栽培し
た お米の試 食 会、
ひな人形の展示な
ど、各種のイベン
トを開催していま
す（図5〜6）。

これらのイベント
の開催にあたって
は、毎月、和光市教育委員会生涯学習課と行っている古民家管理運営連絡
調整会議において、本会が企画を提出し、市の担当者と積極的に意見交換を
しています。また、市の広報誌にイベント情報を掲載していただき、参加者の
募集にご協力いただいています。

会員の力だけでは行えないイベントを企画するときには、他団体に協力をお
願いしています。たとえば津軽三味線の演奏会、白子ばやし教室（図7）、筝

こと

演
奏会などです。また、「学びあい、支えあい地域活性化推進事業和光実行委
員会（通称：コラボ和光）」と連携しながら、農業体験や草履づくりなどの出前
授業も行っています。

【今後の課題】
子どもから大人まで多くの市民が 300 年前の雰囲気を感じながら楽しく

集う古民家になるように努力します。また、まちづくりの拠点の一つとして、
諸々の市民団体やサー
クルとの交流をさらに積
極的に進めていきます。
近い将来、『全国古民家
サミット』の開催を目指
して近隣の古民家関係者
との情報交換や連絡をと
りあっていきたいもので
す。

和光市古民家愛好会
    所 在 地	 〒351-0111　埼玉県和光市下新倉2-33
	 TEL ／ FAX：048-467-7575
     E-mail	 minnkaen@nifty.com
     U  R  L	 http://homepage2.nifty.com/niikura-minnkaen/
    会 　 長	 井上　明次
    会 員 数	 53名
    年 会 費	 1,000円

図1　新倉ふるさと民家園（復元された旧冨岡家住宅）

図2　蛤刃の手斧痕　300年以上前の創建時につけ
られたと推定されている

図3　燻蒸のための
囲炉裏　珍しく土間
境につくられている

図4　ヒロハアマナ　このほか
古民家園では半

ハンゲショウ

夏生、百
サルスベリ

日紅な
ど四季折々の草花が楽しめる

図5　草履づくり　指導者は本会会員の佐藤氏 図6　ひな人形の展示 図7　和光市の伝統芸能「白子ばやし」
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文化財夢工房の活動目的
誇るべき日本の伝統がやどる文化財は、全国のいたるとこ

ろで今も生きています。文化財は、ふるさとを大切にする人々
や子どもたちの夢を育みます。文化財は、先人の知恵と絆に
よって現代に受け継がれ、今も人々の手によって支えられて
います。文化財を慈しみ、大切にする心は、現代社会にうる

おいとやすらぎを与えてくれます。NPO法人文化財夢工房（以
下「夢工房」）は、各々が有する知識、経験、情報等を持ち寄り、
夢と人と心をつないで、みんなで文化財を守り、伝えること
によって、穏やかで温もりのある社会の構築に貢献したいと
考えています。

以下では、この考えのもとに、文化財に携わる人々のあいだでのコミュニケーションツールのひとつにな
ればとの思いから夢工房が独自に開発した「文化財マップ」を紹介します。

文化財マップとは
文化財マップとは、Googleマップに携帯電話のGPSで取得した位置情報と撮影した写真を投稿し、WEB

上で文化財の場所や在りようをめぐって夢工房の会員どうしがコミュニケーションできるよう開発されたシ
ステムです。最近では小学生の文化財学習教材としても利用されはじめており、文化財情報の提供やその所
在地の地図への記録が簡便な操作
でできることが特長です。
文化財マップは2007年秋から

夢工房ホームページ（www.npo-
bunkazai.org）ですでに公開されて
おり、インターネットがみられる
環境であれば、どなたでも会員が
投稿した全国の文化財を写真でみ
ることができます。

文化財情報をみるには…
まずは、www.npo-bunkazai.org

にアクセスし、夢工房のホーム
ページにある「文化財マップ」のプ
ログラムを開きます（図1）。
会員の投稿した文化財情報は、
地図から探したり、新着順の一覧
から探したり、キーワードで検索
して探すことができます。まずは、
地図から探す方法について説明し
ます。
◉地図から探す
まず、図1の地図表示のボタン
を押します（最初にアクセスした
ときにはすでにこの表示になって
いるので押す必要はありません）。
次に、投稿された文化財の所在

地が、Googleマップ上にマーカー
で示されます。地図上のマーカー
を押すと「道祖神、他27件」といっ
たようにそのマーカーの周辺にあ
る文化財の件数が吹き出しに表示
されますので、その数字をクリッ
クしてください（図1）。クリック
すると、マーカーの場所にある文
化財の詳細情報（写真、投稿者氏名、文化財の名前や様子など）をみることができます（図2）。また、写真の
下に表示されている地図上のマーカーのうち下向きの矢印は今みている文化財で、その周辺にマーカーがあ
る場合、それはその文化財の近くにほかの文化財があることを示しています。そのマーカーを押すと同じよ
うにほかの文化財の詳細情報をみることができます。
◉新着順の一覧から探す
会員が投稿した文化財情報は、夢工房の管理委員会が掲載が妥当であるかを審査したのち、どんどん掲載
しています（2009年7月現在およそ1,000件）。「新着投稿表示」をクリックすると、それらを新着順にみるこ図1　文化財マップのトップページ

図2　個々の文化財の詳細ページ
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とができます（図3）。
◉キーワードから探す
会員は文化財情報を投稿するときに、その文化財の
名前を入力することになっています。そのため「文化財
検索」から文化財の名前や所在地、また投稿者の名前
からみたい文化財を検索することができます。たとえ
ば、「道祖神」と入力して検索すると、図4の画面のよ
うに、文化財情報に「道祖神」というキーワードが含ま
れる写真が一覧で表示されます。また、福岡県の太宰
府市にある文化財をまとめて探したいときには、検索
条件を「所在地」にし、「太宰府市」と入力するだけで、
それらが一覧できます（図5）。

文化財情報の募集
文化財マップの閲覧者には、投稿された文化財に関

する情報の提供を募っています。情報をいただきたい
文化財のページには「この文化財の情報を探していま
す」というボタンが表示されていますので、そこからそ
の文化財の歴史や由来、保存状況についてもっと知っ
ていることがあれば、書き込んでください（夢工房の管
理委員会が掲載が妥当であるか審査したのち、掲載し
ます）。
また、それぞれの文化財のページには閲覧者がコメ
ントを即時的に書き込める場所もあります（図2）。こ
こに文化財やそれがある地域についてコメントをして、
ほかの閲覧者とのコミュニケーションを楽しんでくだ
さい。

文化財マップに写真を投稿するには…
まず、NPO法人文化財夢工房に入会する必要があり
ます。また、写真撮影機能とGPSによる位置取得機能
をもちインターネットに接続できる携帯電話が必要と
なります。会員になると、携帯版文化財マップのペー
ジが使えるようになりますので、そこから投稿できる
ようになります。詳細な投稿の方法については文化財
マップのHPをご覧ください。

学習教材としての文化財マップ
2009年3月、夢工房では、（株）クバプロより委託を

受け、2009年3月に行われた平成20年度文化庁 日本
の文化遺産保存活用等活性化事業「文化財を支える市
民団体の活動状況等に関する調査研究及び文化財の支
援活動に必要な人材の育成・確保等に関する調査研究」
のひとつ、「GPS機能付き携帯電話を利用した子ども
の地域文化財の悉皆調査の体験事業」に協力しました。
レンタル品のGPS機能・写真撮影機能付き携帯電話と、
学習用の「文化財探検マップ」（図6）を用意し、尼崎市
猪名寺地区と京都市岩倉地区に住む小学生に文化財悉
皆調査の体験をしてもらいました。

子どもたちは、ひとつ2～4名の班になって、身近な場
所にある文化財に詳しい地元の案内役の先生に先導して
もらったり、あるいは事前に下調べした場所を約1時間
調査しました。その場で文化財を撮影し、写真とGPSで
取得した位置情報を「文化財探検マップ」に送信（図7）。
また、文化財の様子や名前についてはあらかじめ用意し
ておいた学習用シートにメモしました。
野外調査の後、学校に戻り、ついさきほど自分たちが

撮った写真とその地図上での位置を確認しながら、それ
ぞれの文化財がどんな様子であったか、学習シートをも
とに、子どもたちに発表してもらいました（図8）。

夢工房のこれから
夢工房はこれからも現在全国各地の文化財の保存と活

用の状況を広く知らせ、その活動に携わる個人や団体等
の連携・協力を促進するための試みの一つとして、シン
ポジウムやWEBといったかたちで活動していきます。
現在、「文化財のサポーターが集まれるサイト」として、

文化財にかかわる人たちの輪を広げ、相互連携・情報交
換を円滑に行えるようにするためのサービスを構築中で
す（図9）。これは、アカウントを取得すれば、たとえば年
中行事を執り行う団体に所属する人が、自身の活動を紹
介できたり、イベントを予告したりできるようになるウェ
ブサイトです。また、文化財の保存活動にボランティア
として携わりたいけれど、どうしたらよいかがわからない
方のために、ボランティア募集情報も掲載する予定です。
そのほか、文化財に関する疑問と回答で成り立つコミュ
ニティーサイトや市民団体、NPO団体の文化財に関する
活動状況を調べられるデータベースも準備しています。

図3　投稿された文化財情報の新着順一覧 図4　文化財情報から
のキーワード検索

図5　地名からの検索　特定の地域の文化財のみ
を表示できる

図6　文化財マップの
地域特化版（学習用）

図8　学校に戻ってからの発表会　文化財マップを即時的にプロジェクター
で投影しながら班ごとに発表した

図7　京都岩倉地区での学習事例　携帯電話で写真を撮る子
のかたわらで「中に何かが入ってた。横にろうそく立てがあ
った。ヤカンに水が入ってて、石が入ってた。」とメモする
子ども 図9　文化財サポーター WEB（未公開、準備中）



 NPO法人文化財夢工房ご入会案内
●入会金・会費
一般会員入会金　1,000円／年会費　3,000円（個人）、10,000円（団体）
賛助会員入会金　1,000円／年会費　1口 10,000円（個人）、1口 50,000円（団体）

●会員特典
・NPO法人文化財夢工房ホームページにある「文化財マップ」に文化財の写真を投稿して、全国の会員と交流できます。
・メールアドレスの登録がある方には、関係シンポジウムなどの各種案内を非会員よりも1か月早く配信します。
・各地で行われる文化財の啓発活動にボランティアスタッフとして参加いただけます。
・NPO法人として制作したパンフレット類の配布、情報の提供をいたします。
・団体で入会された会員には、ホームページの開設と運営をお手伝いします。

●ご入会手続き
ご入会前に必ず本会の定款（文化財夢工房のホームページ参照）をお読みいただき、内容をご確認ください。

【ホームページから】
①http://www.npo-bunkazai.org/上の入会フォームに必要事項をご記入いただき、送信してください。
②送信内容の確認および会費振込先口座番号をメールにてお知らせいたします。
③メール内容をご確認いただき、指定口座へご入金ください。
④入金確認後、会員証をお送りいたします（この処理をもってご入会となります）。

【FAXおよび封書など書面から】
①入会申込書（受付にて配布中）に必要事項をご記入後、事務局宛に郵送またはFAXをお送りください。
②下記いずれかの口座へご入金ください。
③入金確認後、会員証をお送りいたします（この処理をもってご入会となります）。

●会費振込先
郵便振込——口座番号：00180-6-428701　口座名義：特定非営利活動法人文化財夢工房
銀行振込——銀行名：三井住友銀行　支店名：飯田橋支店（支店コード888）口座種類：普通　口座番号：6882648
　　　　　   口座名義：特定非営利活動法人文化財夢工房
　　　　　　　　　　　トクテイヒエイリカツドウホウジンブンカザイユメコウボウ

NPO法人文化財夢工房役員

理事長　　三輪　嘉六 
副理事長　中村　俊郎 
副理事長　後藤　治 
監事　　　伊部　和德 
　　　　　泉　清吉

問い合わせ先
NPO法人 文化財夢工房事務局

〒102-0072　東京都千代田区飯田橋3-11-15　UEDAビル6F
TEL：03-3238-1689　FAX：03-3238-1837
E-mail：jimukyoku@npo-bunkazai.org
URL：www.npo-bunkazai.org/


